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Remarks on some unrecorded butterflies from Formosa (Taiwan), 
with notes on the butterflies from Is. Ching-Meng. 


TOYOKAZU SHIMONOYA and C, K. Yu 


1969 年 に は 合 湾 を は じ め 沖 縄 , 日 本 な どの 各地 で 数 多く の 迷 蝶 と 考え られ る も の が 採集 され て いる . 台湾 , 沖縄 
で は 奇しくも 同一 産地 の も の に 由来 する と 考え られ る 全く 同じ 種 , 亜 種 が , 同じ 時 期 に 得 ら れ て いる と と より , と 
れ ら の 迷 蝶 の 飛来 に は 何 か 気 流 な ど に 起因 する と 考え られ る 一 定 の コー ス が ある よう で ある . 1969 年 は , 例年 に 比 
べ 人 台風 の 発生 が 少 い に も か か わら ず , その 反対 に 迷 蝶 の 飛来 が 多 か っ た の は , 迷 蝶 が 台風 以外 の 要因 に より 渡る と 
と を 示し て いる よう に 思え る . 台湾 で 採集 され る 迷 蝶 の 採集 地点 は ,。 その ほとん ど が 南部 の それ も 東海 岸 沿 い に 片 
よっ て お り , 北 中 部 お よび 西海 岸 側 で 発見 され る と と は 少な い . 

今回 記録 する も の は , 1969 年 に 台湾 で 得 ら れ た も の の うち , すでに 発表 ずみ (HLH, Vol. XXI, No, 3 & 4) 
の マダ ラチ ョ ウ 科 の 一 部 を 除い た も の で , と の 中 で も , Appias maria maria SEMPER イシ ガキ シロ チョ ウ , 
Libythea geoffroy phillipina STAUDINGER ムラ サキ テン グチ ョ ウ な ど は と くに 興味 ある も の と 考え る . 

つぎ に 金門 島 産 の 虹 で ある が , 同島 の 特殊 事情 の た め , 昆虫 な どの 採集 ・ 調 査 は 恐らく 不可 能 と 考え て いた が , 
は か ら ず も 今回 , 同島 へ 派遣 され た 中 華 民 国 の 従軍 兵士 に より 採集 され た 若干 の 大 型 種 を 検 する と と が で きた . & 
門 島 の も の は , 何れ も 台湾 本 島 の と は 別 亜 種 に 属す る も の で , Euploea midamus midamus LINNÉ モク セイ ムラ 
サキ マダ ラ は , 金門 島 よ り 初 め て 記録 する も の で ある . 

本 文 作成 に あたり 比較 材料 な ど で 御 援助 賜っ た 本 野 AR, な ら び に 種々 御 教示 賜っ た 白水 EK, 村山 修一 氏 
に 厚く 御礼 申し 上 げ る . 

Troides magellanus magellanus C. & R, FELDER コウ トウ キシ タ アゲ ハ (ARBAB RICH) 

16, 19, BA—#T OOS, 31. viii. 1969, 方 水生 (Pune THUI-SHENG) 氏 採 集 , ATES 74mm, 
2 88mm. (Fig. 1, 6, 表面 : 2, 2 表面 ) 

BS Cid, TERK CAR CMW) に 産 す る と と が 知ら れ て お り , フィ リピ ン に も 分布 する が , 今回 , 台湾 本 島 
OMB Cm UAICS ゃ が 採集 され た . 採集 者 の 方 水生 氏 の お 話し に よる と , 以前 に 恒 春 地区 で 本 陳 の 到 と 思わ れる 
も の も 採集 し た こと が ある 由 で , 定着 し て いる 可能 性 も 考え られ る . 採集 地点 と 紅 頭 唱 と は , 距離 的 と も 近く (が 
ラン ピ 岬 より 紅 頭 出 の 島 影 が 望 見 で きる ), 紅 頭 別 よ り 飛 来 し た も の と も 考え られ る が , 本 種 の 得 ら れ た の と 同じ 
地区 に 1969 年 の 7 8 月 に は , フィ リピ ン 地 区 より の 迷 蝶 が 数 多く 渡っ て き て お り , 今回 の る @ は フィ リピ ン 地 
区 の も の に 由来 する と 考え た い . な お 近年 , 紅 頭 典 と お いて も 本 種 が 少く な っ て お り , その 保護 が 望ま れる . 









































Appias maria maria SEMPER イシ ガキ シロ チョ ウ (人 台湾 未 記録 ) 

19, 台東 県 大 武 , vii. 1969, APE 36.5mm. (Fig. 3, 表面 : 4, 裏面 ) 

本 種 は 一 見 , Appias paulina +3 LY AF sIDLABHLSD, さら に 一 まわ り 大 型 の 特異 な フィ リピ ン 特 
産 の シロ チョ ウ で , 今回 , まっ た く 意 外 と も 思え る 台湾 南部 の 大 武 よ り 1 8 が 採集 され た . 

少々 飛び 古 し た 個体 で , 表面 は 前 後期 と も 外縁 部 は , ZoRo 1/3 位 の 巾 広い 黒色 帯 に ふち どら れ , MMOS 
の 黒色 帯 中 の 第 3 , 第 5 一 第 7 室 の 各 室 に 白色 小紋 を 有する . 前 後 次 の 中 央 部 は 自 色 で ある が , BACB TI 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


ー 58 一 aut gz TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 22, No. 1 & 2 1971 








Troides magellanus magellanus C. & R. FELDER, の . Fig. 2. Ditto, 9. Figs. 
3&4. Appias maria maria SEMPER, Į. Figs. 5&6. Saletara panda nathalia 
FELDER, &. Figs. 7&8. Libythea geoffroy philippina STAUDINGER, 3. 
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分 淡い 黄色 味 を 帯び て いる . また 前 後 頑 基 部 も 庄 貼 の 1/3 位 の 巾 の 黒色 部 を 有する . 裏面 は 表面 と は ば 同様 の 色彩 
斑紋 で ある が , 前 麺 基部 か ら 前 縁 部 に か け て 第 7, 第 8 室 に 黄色 鱗 が 散在 する . また 後 刻 と お いて も , その 基部 と 
前 縁 部 な ら び に 外 緑 部 (黄色 鱗 を 有する . 

と の 特徴 は ルソン 鳥 に 産 する 表記 原 名 亜 種 に よく 一 致し , と の 地区 より の 迷 蝶 と 思わ れる . 台湾 で 得 ら れ た の と 
同じ 頃 , POA EDS SHWE CM cH, Vol. XXI, No. 3 & 4) に より 採集 され , Appias celestina 
kabiraensis MURAYAMA イシ ガキ シロ チョ ウ の 名 の も と 記 新 亜 種 と し て 記載 され て いる が , と れ も 本 種 の OTH 
り , 台湾 の も の と 同じ く , フィ リピ ン 地 区 より 渡っ て きた も の と 考え た い . な お , 村山 修一 氏 の 採集 され た は 後 
GBR RKEADSE DC, と の と と より 本 種 の $ こ も 白色 型 と 黄色 型 の 2 弄 が ある よう だ . 














Saletara panda nathalia FELDER イワ サキ シロ チョ ウ ( 台湾 未 記録 ) 

1 $, 台東 県 大 武 , vii. 1969, APA 30mm. (Fig. 5, 表面 : 6, 裏面 ) 

JE panda は マレ ー 諸 島 , フィ リピ ン な ど に 広く 分 布 す る も の で , 台湾 より 北 の 沖縄 より も 採集 記録 が あり , 新 
iif ssp. iwasakii SoNAN (Zephyrus, Vol. IV, No. © と し て 記載 され て お り , 最近 , 同じ く 石 垣 島 (村山 修 
—, WLik, Vol. XXI, No. 3&4 1970) より も 1 ゃ が 記録 きれ て いる . 

今回 , 台湾 より 初め て の 1 8 が 採集 され た が , と の $ は 一 見 , 台湾 に 産 す る Saletara albina semperi カワ カミ 
シロ チョ ウ の $ 人 酷似 する が , 少々 小型 で 前 圭 頂 も さら に 鋭く 失っ て お り , 表面 は 前 凌 外 緑 部 が カワ カミ シロ チョ 
ウ よ りさ ら に 店 広く 黒色 帯 で 縁取 られ て お り , また 地 人 色 は 淡い 卵黄 色 で ある . BB 1a~S 3 室 の 外縁 部 に 細い 黒 
色 部 を 有する . な お , カワ カミ シロ チョ ウ の 8 に も , 前 次 表面 外縁 部 の 黒色 帯 が よく 発達 し た も の が 見 られ る が , 
と の 場合 , 前 起 頂 より 第 2 室 位 ま で に 徐々 に 細 ま り , Bla, 1b 室 ま で は 達し な い . 裏面 は 全面 が 黄色 で ある が , 前 
贅 喘 と 後 閉 が と くに 黄色 味 が 強い . と れ ら の 点 は , フィ リピ ン 産 する 表記 亜 種 の 特徴 と 同じ で あり , 疑い も な く 
同 地区 より の 迷 蝶 と 考え る . 

















Euploea sylvestor laetifica BUTLER ムラ サキ マダ ラ (ルソン 型 ) 
19, JEX, viii. 1969, AE 45mm. 
本 種 に つい て は 先 に 本 誌 CHE Hi, Vol. XXI, No. 3&4) に 台湾 未 記録 の 亜 種 と し て 記録 し た が , その 後 さ ら 
(に と 1 $ が 得 ら れ た の で 記録 する . 今回 の も の は 新鮮 な 個体 で ある . 
な お , つい で な が ら Euploea swainson swainson GODART クロ イワ マダ ラ も , その 後 1 S 1 @ が 恒 春 地区 で , 
. ま た Euploea tulliolus monilis Moore マサ キル リマ ダラ も 同じ く , HR, 台東 地区 で 数 十 頭 が 得 ら れ て いる の 
で 参考 まで に 付記 する . i 





Libythea geoffroy philippina STAUDINGER ムラ サキ テン グチ ョ ウ (台湾 未 記 録 ) 

1 $, 台東 県 大 武山 , 20. vii. 1969, 陳 志 CHERN-Jym) 氏 採 集 . ATE 29.5mm. (Fig. 7, 表面 : 8, 裏面 ) 
表面 が 美しい 紫色 の テン グチ ョ ウ で , Vrs, ロン ボク , チモール , ビル マ , FAR, BA, セレ ベス , フィ リ 
CY, モル ッ カ 諸島 , ニュ ー ギ ニア , オー スト ラリ ア , ニュ ー カ レ ド ニ ア , ソロ モン 諸島 と 極め て 分 布 の 広い 種 で , 
また , 多く の 地方 型 に 分 けら れ て いる . 

今回 得 ら れ た 1 $ の 表面 は , 前 後 凌 と も 外縁 部 が 黒褐色 で 縁取 られ , 後 贅 と に お いて は を その 巾 が 広く , その 他 の 部 
分 は 薬 色 で と く 基 部 付近 は 光線 の 具合 に より 幾 分 コバ ルト 色 に 輝く . 前 夏 表 面 第 4, 第 5 室 の 中 央 部 と 第 6 室 の 
基部 (に 淡い 灰色 小紋 を , また , BARERA, 第 5 室 中 央 部 に 淡い 一 見 か すれ た よう な 茶 灰 色 の 小紋 を 有する . 裏 
面 は 全体 が 枯葉 状 の 灰白色 で ある が , 表面 と 同じ よう に , 前 次 第 4 6 室 に 白色 小紋 を 表わす . 

上 記 の 外見 上 の 特徴 は , フィ リピ ン に 産 する 亜 種 ssp. philippina STAUDINGER と 同じ 傾向 の も の で , 本 種 も フ 
ィ リ ピン 地区 の も の に 由来 する 迷 蝶 と 考え る . 




















Chilasa clytia clytia LINNE キ ベ リア ゲハ 
i) f. clytia Linné (黒色 型 ) CFig. 13, 表面 : 14, 裏面 ) 
ii) f. dissimilis LINNE (Fig. 9, 8 表面; 10, 裏面 ; 11, 238m; 12, 9 表面 ) 
2356 629, 金門 島 , 1969, APES 49~52mm, $ 50~55mm. 
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合 湾 産 の 本 種 に つい て は , 古く 1905 年 に 松村 松 年 氏 に より 台湾 南部 に 産 す る と し て 記録 きれ て いる が , その 真 
偽 に つい て は 従来 より 疑問 視 さ きれ て きた . その 後 , MESES (東北 昆虫 研究 , Vol. 1, No. 1, 1964) (て より 人 台 
湾 の 西海 岸 側 の 花蓮 県 鳳 林 鎮 で す 得 ら れ た と いう 1 $ が 記録 され た . 

し か る に , 我々 は 1969 年 , 従軍 兵士 に より 採集 され た 金門 島 産 の 本 種 を 多数 入手 し 検 す る と と が で きた ・ 採集 
地 の 特殊 な 事情 に より 採集 の 際 の 詳し い 状 況 や デー タ は 判ら な い が , それ ら の 大 半 は 表記 原 名 亜 種 の 代表 的 な 一 型 
で ある f. dissimilis LINNÉ で 調べ た 内 の る は すべ て と の 型 の も の で あっ た . 一 方 , * は 変化 に 富み f. dissimilis, 
f. clytia の 2 型 の も の が 認め られ , f. dissimilis の 中 に も Figs. 11, 12 の よう に 黒 味 の 強い も の と 白っぽい も の と 
の 2 型 が あり 後者 の よう な 型 の も の は 唯一 頭 の み で あっ た . また , も う 一 つの 型 f. clytia REW) Figs. 13 & 
14) も 299 含 まれ て いた が , いずれ も 飛び 古 し て お り , 同時 に 採集 され た f. dissimilis 型 の も の が すべ て 新鮮 な 
の は どの よう な 理由 で あろ うか . 

金門 島 に お いて , 本 種 は 普通 に 産 す る よう で , 同時 に 採集 され た 蝶 の 大 半 を 占め て いる . つい で な が ら , MFE 
選 郎 氏 選 より 記録 きれ た 1 3 は, 付 さ れ た 見 事 な 原色 図 より 察する と , 完全 無欠 の 新鮮 な 標本 で あり , また , 本 種 
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Figs. 9-10. Chilasa clytia clytia LINNE, 3. Figs. 11-14. Ditto, 2. 
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が 迷 蝶 と し て 渡る よう な 性 質 の も の で も な い の で , と の 例 は 何 か 人 為 的 な 要因 で 入り 込ん だ 可能 性 が ある よう 考 
える . な お , 今回 得 ら れ た 内 の f. clytia の 9 は , 同時 に 採集 され た Euploea midamus midamus LINNÉ モク セ 
イム ラサ キマ ダラ に 擬態 し て いる も の と 思う. 














Papilio polytes polytes LiNNE シロ オビ アゲ ハ 

286, 金門 島 , 1969, RAE 48mm. (Fig. 15, 表面 : 16, WM) 

台湾 本 鳥 に 産 する 亜 種 ssp. pasikrates Frun. CBS, 後期 中 央 の 前 緑 部 か ら 内 絹 部 に 向っ て の 自 紋 列 は さ 
ら に 太く , 後 次 裏面 下 外 緑 部 の 欧 脈 間 の 次 椅 色 弦 月 状 紋 の 発達 は 悪く , 半ば 消失 し て お り , また , 肛 角 部 の 椅 色 弦 
月 紋 も 消失 し て いる . 














部 の 白色 紋 列 が 236 と も 少々 細く , と の 点 異 っ て いる が , 今回 採集 くさ れ た の は 僅か に 2 頭 で , また 個体 変異 の 極 
め て 多い 種 な の で , 一 応 , 地理 的 に も 妥当 と 考え られ る 表記 亜 種 と 考え た い . 




















Figs. 15 & 16. Papilio polytes polytes LINNE, 3. Figs. 17 & 18. Euploea midamus 
midamus LINNÉ, ©. 





Euploea midamus midamus Linné モク セイ ムラ サキ マダ ラ (金門 鳥 未 記録 ) ( 新 称 ) 

1 9, 金門 島 , 1969, Hae 55mm. (Fig. 17, 表面 : 18, 裏面 ) 

種 midamus |i, アッ サム , 南 支 那 , マレ ー シ ア , フィリ ピン な ど に 分 布 し , 青く 光る 型 の も の と , 小型 で 黒色 
の も の と の 2 つの グル ー プ の も の が あり , お の お の 多く の 亜 種 に 分 れ て いる . 今回 得 ら れ た 1 ? は 青く 光る 型 の も 
DC, 手許 の 香港 産 の 原 名 亜 種 に は ほとんど 一 致す る が , 後期 亜 外縁 の 交 脈 問 の 白色 絞 列 の 発達 が 幾 分 書く , ある い 
は 別 の も の と し て 区 別 で きる も の か も 知れ な い が , と の 点 は 単なる 個体 変異 か も あわ か ら ず , また , 比較 材料 も 少 
く , 変異 の 多い Euploea の と と な の で , 詳し い 比 較 検 対 は さら に 多く の 材料 を 得 て か ら ( に し た い . 
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